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2
0
1
5
年
7
月
、
ド
イ
ツ
の
ボ
ン
で
開
催

さ
れ
た
第
39
回
世
界
遺
産
委
員
会
に
お
い
て
、

「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産 

製
鉄
・
製
鋼
、

造
船
、
石
炭
産
業
」が
わ
が
国
で
19
番
目
の
世

界
遺
産
と
し
て
登
録
さ
れ
ま
し
た
。「
明
治
日

本
の
産
業
革
命
遺
産
」が
世
界
遺
産
に
認
定
さ

れ
た
の
は
、
幕
末
か
ら
明
治
期
の
わ
が
国
が
、

非
西
洋
諸
国
で
初
め
て
、
欧
米
列
強
の
支
配
下

に
置
か
れ
る
こ
と
な
く
短
期
間
の
う
ち
に
産
業

革
命
を
成
し
遂
げ
た
こ
と
が
、
世
界
史
上
特
筆

す
べ
き
出
来
事
と
認
め
ら
れ
た
か
ら
で
す
。

徳
川
幕
府
は
2
0
0
年
余
り
に
わ
た
っ
て
鎖

国
政
策
を
と
り
、
西
洋
と
の
接
触
を
禁
止
し
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
ペ
リ
ー
率
い
る

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
東
イ
ン
ド
艦
隊
の
浦
賀
来
航

を
き
っ
か
け
に
、「
大
船
建
造
の
禁
」を
解
き
、

鎖
国
令
を
撤
廃
し
、
開
国
へ
と
舵
を
き
り
ま
す
。

開
国
は
そ
の
ま
ま
近
代
化
へ
の
挑
戦
で
し
た
。

洋
書
を
片
手
に
大
砲
鋳
造
や
洋
式
船
の
建
造
を

試
行
錯
誤
し
た
時
期
に
始
ま
り
、
諸
外
国
か
ら

西
洋
技
術
を
直
接
導
入
し
人
材
を
育
成
し
た
時

期
を
経
て
、
つ
い
に
明
治
後
期
に
は
、
わ
が
国

は
近
代
国
家
の
仲
間
入
り
を
果
た
し
ま
す
。「
明

治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」に
は
、
そ
う
し
た

時
代
の
熱
気
が
息
づ
い
て
い
る
の
で
す
。

「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」は
、
北
は
岩

手
県
釜
石
市
か
ら
南
は
鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
に

い
た
る
8
県
11
市
に
所
在
す
る
23
の
資
産
で
構

成
さ
れ
て
お
り
、
長
崎
市
に
は
、
造
船
と
石
炭

産
業
に
関
す
る
8
つ
の
資
産
が
あ
り
ま
す
。
読

者
の
先
生
方
に
は
、
是
非
長
崎
に
お
出
で
い
た

だ
き
、
実
物
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
が
、

工
場
内
で
今
も
現
役
で
稼
働
中
の
資
産
や
、
危

険
で
立
ち
入
り
が
制
限
さ
れ
て
い
る
資
産
も
あ

り
ま
す
の
で
、
こ
こ
で
概
要
を
ご
紹
介
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
石
炭
産
業
に
関
す
る
資
産
と
し
て
の

「
高
島
炭
坑
」と「
端
島
炭
坑
」で
す
。

①
高
島
炭
鉱

高
島
炭
坑
は
、
長
崎
港
よ
り
南
西
約
14
・
5

キ
ロ
沖
合
の
高
島
に
あ
り
、
1
8
6
9
年
に
佐

賀
藩
と
貿
易
商
ト
ー
マ
ス
・
グ
ラ
バ
ー
が
共
同

開
発
し
た
炭
坑
で
す
。
そ
れ
ま
で
の
日
本
で
の

採
炭
方
法
は
、
地
表
に
露
出
し
た
石
炭
を
掘
る

か
、
露
出
し
た
炭
層
に
沿
っ
て
掘
り
進
む
と
い

う
も
の
で
し
た
が
、
高
島
炭
坑
は
地
面
か
ら
垂

直
に
採
炭
場
所
ま
で
降
り
、
大
量
の
石
炭
を
掘

る
本
格
的
な
西
洋
式
竪
坑
で
し
た
。
日
本
で
最

初
に
蒸
気
機
関
を
導
入
し
、
石
炭
の
搬
出
や
排

水
を
機
械
化
し
た
こ
と
が
、
こ
う
し
た
効
率
的

日
本
の
世
界
遺
産
シ
リ
ー
ズ
10

「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産（
長
崎
エ
リ
ア
）」
諫
早
医
師
会
協
同
組
合

満み
つ

岡お
か

　
渉わ

た
る
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写真1　高島炭坑
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し
た
。
交
通
革
命
と
は
、
遠
洋
航
路
用
蒸
気
船

の
登
場
と
ア
メ
リ
カ
大
陸
横
断
鉄
道
の
開
通
、

ス
エ
ズ
運
河
の
完
成
に
よ
っ
て
欧
米
と
東
ア
ジ

ア
を
結
ぶ
世
界
的
な
交
通
ル
ー
ト
が
出
来
上
が

っ
た
こ
と
を
指
し
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
西
回
り

航
路
と
東
回
り
航
路
が
出
会
う
東
ア
ジ
ア
で
、

蒸
気
船
の
燃
料
で
あ
る
良
質
の
石
炭
を
唯
一
安

定
的
に
供
給
で
き
た
の
が
日
本
＝
高
島
で
す
。

そ
の
意
味
で
、
世
界
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
高
島

炭
坑
の
石
炭
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
と
い

っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
高
島
炭
坑
の

技
術
は
、
端
島
炭
坑
や
三
池
炭
鉱
に
引
き
継
が

れ
、
日
本
の
近
代
化
の
扉
が
大
き
く
開
か
れ
て

い
き
ま
し
た
。

②
端は

島し
ま

炭た
ん

鉱こ
う（
軍
艦
島
）

軍
艦
島
の
通
称
で
全
国
に
知
ら
れ
る
端
島
は
、

長
崎
港
か
ら
約
19
キ
ロ
、
高
島
よ
り
さ
ら
に
南

西
に
あ
り
、
高
島
炭
坑
の
近
代
的
採
炭
技
術
を

引
き
継
ぎ
、
発
展
・
大
規
模
化
さ
せ
た
炭
坑
の

島
で
す（
写
真
2
）。

端
島
は
、
1
8
0
0
年
代
初
め
に
は
、
近
隣

の
漁
民
が
漁
の
片
手
間
に
採
炭
を
行
う
砂
岩
の

小
島
に
過
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
。
1
8
9
0
年
、

三
菱
に
よ
り
端
島
炭
坑
の
本
格
的
な
採
炭
が
開

始
さ
れ
、
1
9
0
0
年
か
ら
は
徐
々
に
電
力
が

導
入
さ
れ
て
海
底
深
く
坑
道
が
張
り
巡
ら
さ
れ

て
い
き
ま
し
た
。
採
炭
技
術
の
発
達
に
合
わ
せ

て
埋
立
て
が
繰
り
返
さ
れ
、
軍
艦
島
と
呼
ば
れ

る
現
在
の
島
の
姿
が
形
作
ら
れ
た
の
は
大
正
期

以
降
で
す
。

軍
艦
島
の
威
容
を
ひ
と
き
わ
印
象
付
け
て
い

る
の
は
、
そ
の
建
造
物
群
で
す
。
狭
い
島
内
に

住
居
を
確
保
す
る
た
め
に
建
て
ら
れ
た
日
本
で

最
初
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
集
合
住
宅
を
は
じ

め
、
幼
稚
園
や
小
中
学
校
、
病
院
、
警
察
な
ど

の
公
共
施
設
や
、
映
画
館
、
パ
チ
ン
コ
店
と
い

っ
た
娯
楽
施
設
も
整
備
さ
れ
、
端
島
は
ほ
ぼ
完

結
し
た
都
市
機
能
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
最
盛

期
の
1
9
6
0
年
に
は
5
3
0
0
人
が
住
み
、

東
京
都
区
部
の
約
9
倍
の
人
口
密
度
と
い
う
賑

わ
い
で
し
た
。
1
9
7
4
年
に
炭
鉱
が
閉
山
さ

れ
、
現
在
は
無
人
島
と
な
っ
た
端
島
で
す
が
、

残
さ
れ
た
高
層
住
宅
群
に
は
往
時
の
繁
栄
が
し

の
ば
れ
ま
す
。

端
島
は
島
全
体
が
国
の
史
跡
と
な
っ
て
お
り
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
建
造
物
群
は
世
界
遺
産
の
対

象
で
は
な
い
も
の
の
、
赤
土
と
石
灰
を
混
ぜ
た

ア
マ
カ
ワ
と
呼
ば
れ
る
接
合
剤
で
岩
石
を
積
ん

だ
護
岸
と
生
産
施
設
の
部
分
が
世
界
遺
産
価
値

を
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

端
島
に
は
長
崎
港
か
ら
ク
ル
ー
ズ
船
が
出
て

お
り
、
往
復
約
2
時
間
半
の
上
陸
ツ
ア
ー
も
あ

り
ま
す（
要
予
約
、「
軍
艦
島
ツ
ア
ー
」で
検
索

を
。
高
島
経
由
の
コ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
）。
残
念

な
が
ら
廃
墟
と
な
っ
た
ビ
ル
群
に
は
立
ち
入
り

な
採
炭
を
可
能
に
し
た
の
で
す
。
写
真
1
の
北

渓
井
坑（
ほ
っ
け
い
せ
い
こ
う
）は
、
深
さ
約
43

メ
ー
ト
ル
、
日
産
3
0
0
ト
ン
を
出
炭
し
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

高
島
の
石
炭
に
は
世
界
史
的
に
重
要
な
役
割

が
あ
り
ま
し
た
。
19
世
紀
の
世
界
の
グ
ロ
ー
バ

ル
化
は
、
交
通
革
命
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
ま

 ●6

写真2　軍艦島
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は
、
潮
の
満
ち
引
き
を
利
用
し
て
、
船
を
滑
り

台（
台
車
）に
乗
せ
、
蒸
気
機
関
で
曳
き
揚
げ
ま

し
た
。
レ
ー
ル
の
上
に
乗
る
滑
り
台
の
様
子
が

そ
ろ
ば
ん
に
似
て
い
た
こ
と
か
ら
、「
ソ
ロ
バ

ン
ド
ッ
ク
」の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

小
菅
修
船
場
跡
は
、
長
崎
市
の
南
の
町
は
ず
れ
、

船
工
場
が
立
ち
並
ぶ
ひ
っ
そ
り
し
た
入
江
に
あ

り
、
公
開
さ
れ
て
い
ま
す（
写
真
3
，
4
）。
日

本
最
古
の
れ
ん
が
造
り
と
さ
れ
る
曳
揚
げ
小
屋

の
中
に
は
、
グ
ラ
バ
ー
が
英
国
か
ら
輸
入
し
た

引
き
揚
げ
装
置
の
巨
大
な
歯
車
が
あ
り
、
小
屋

の
窓
か
ら
覗
き
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

開
国
を
迫
ら
れ
た
徳
川
幕
府
に
と
っ
て
の
急

務
は
、
ま
ず
大
砲
を
製
造
す
る
こ
と
、
そ
し
て

鉄
製
の
洋
式
船
を
建
造
し
海
軍
力
を
備
え
る
こ

と
で
し
た
。
幕
府
は
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
海
軍
機
関

将
校
ハ
ル
デ
ス
を
招
き
、
船
の
修
理
の
た
め
の

洋
式
工
場
の
建
設
に
着
手
、
1
8
6
1
年
に
は

長
崎
熔
鐵
所
が
完
成
し
ま
す
。
こ
れ
が
、
三
菱

重
工
業
長
崎
造
船
所
の
前
身
で
す
。
長
崎
造
船

所
構
内
に
は
造
船
の
近
代
化
を
伝
え
る
4
つ
の

資
産
が
あ
り
ま
す
。

④
旧き
ゅ
う

木き

型が
た

場ば（
長
崎
造
船
所
史
料
館
）

旧
木
型
場
は
、
船
の
部
品
で
あ
る
鋳
物
の
製

造
に
用
い
る
木
型
の
製
造
工
場
と
し
て

1
8
9
8
年
に
建
設
さ
れ
、
昭
和
50
年
代
ま
で

一
貫
し
て
木
型
場
と
し
て
使
用
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
長
崎
造
船
所
に
現
存
す
る
建
物
の
中
で
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
外
観
だ
け
で
な
く
廃
墟
の
内

部
を
見
て
み
た
い
と
い
う
方
も
多
い
で
し
ょ
う
。

実
は
、
立
入
禁
止
区
域
を
含
む
島
内
全
域
を

G
oogle

マ
ッ
プ
の
ス
ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
で
見

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
長
崎
市
の
全
面
的

な
協
力
の
も
と
撮
影
さ
れ
た
端
島
の
ス
ト
リ
ー

ト
ビ
ュ
ー
は
、
2
0
1
3
年
6
月
か
ら
公
開
さ

れ
て
お
り
、
製
作
し
たG

oogle

社
の
遊
び
心
あ

ふ
れ
る
取
り
組
み
は
、
全
世
界
の
廃
墟
フ
ァ
ン

か
ら
称
賛
さ
れ
て
い
ま
す
。

次
に
造
船
分
野
の
5
つ
の
構
成
資
産
を
ご
紹

介
し
ま
す
。
こ
の
う
ち「
小
菅
修
船
場
跡
」を
除

く
4
つ
は
三
菱
重
工
業
長
崎
造
船
所
構
内
に
あ

り
ま
す
。

③
小こ

菅す
げ

修し
ゅ
う

船せ
ん

場ば

跡あ
と

小
菅
修
船
場
は
、
蒸
気
機
関
を
使
っ
た
日
本

初
の
洋
式
近
代
的
ド
ッ
ク
で
す
。
当
時
、
日
本

に
は
大
型
船
を
修
理
で
き
る
施
設
が
な
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
ト
ー
マ
ス
・
グ
ラ
バ
ー
が
友
人
の

薩
摩
藩
士
、
五
代
友
厚
ら
と
と
も
に
修
船
場
の

建
設
を
計
画
、
薩
摩
藩
と
の
共
同
出
資
に
よ
り

1
8
6
9
年
に
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
修
理
の
際
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数
多
く
の
船
舶
や
傑
作
機
械
も
紹
介
さ
れ
、
こ

れ
ら
が
醸
し
出
す
レ
ト
ロ
で
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア

ル
な
味
わ
い
に
は
一
見
の
価
値
が
あ
り
ま
す
。

長
崎
造
船
所
構
内
に
あ
る
4
つ
の
構
成
資
産
の

な
か
で
唯
一
一
般
公
開
さ
れ
て
お
り
、
事
前
に

予
約
す
れ
ば
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

⑤
第だ
い

三さ
ん

船せ
ん

渠き
ょ

第
三
船
渠
は
、
自
然
の
地
形
を
利
用
し
つ
つ
、

背
後
の
崖
を
削
り
海
を
埋
め
立
て
る
と
い
う
5

年
に
及
ぶ
難
工
事
を
経
て
1
9
0
5
年
に
完
成

し
た
、
巨
大
な
ド
ラ
イ
ド
ッ
ク
で
す（
写
真
6
）。

世
界
最
大
級
の
船
を
自
ら
建
造
し
た
い
と
い
う

三
菱
の
強
い
意
志
の
も
と
建
設
さ
れ
た
ド
ッ
ク

は
、
当
時
東
洋
最
大
の
規
模
で
し
た
。
完
成
後

も
3
回
に
わ
た
っ
て
拡
張
さ
れ
、
現
在
は
9
万

5
千
ト
ン
の
船
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ド
ッ
ク
の
底
の
部
分
に
は
建
設
時
の
石
造
り
の

構
造
が
残
る
と
と
も
に
、
当
時
イ
ギ
リ
ス
か
ら

輸
入
さ
れ
た
排
水
ポ
ン
プ
と
電
気
モ
ー
タ
ー
が

現
在
も
稼
働
し
て
い
ま
す
。
現
役
の
施
設
で
あ

る
た
め
非
公
開
で
、
県
道
2
3
6
号
線
沿
い
に

あ
る
の
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
県
道
か
ら
も
見

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

⑥
占せ
ん

勝し
ょ
う

閣か
く

第
三
船
渠
を
見
下
ろ
す
丘
に
1
9
0
4
年
に

作
ら
れ
た
瀟
洒
な
洋
館
が
占
勝
閣
で
す（
写
真

7
）。
当
初
、
第
2
代
所
長
の
社
宅
と
し
て
建
設

さ
れ
ま
し
た
が
、
1
9
0
5
年
、
軍
艦
千
代
田

の
艦
長
で
あ
る
東
伏
見
宮
依
仁
親
王
殿
下
が
宿

泊
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
一
度
も
社
宅
と
し
て
使

用
さ
れ
る
こ
と
な
く
迎
賓
館
と
な
り
ま
し
た
。

宮
様
が
御
宿
泊
の
際
、「
風
光
景
勝
を
占
め
る
」

と
の
印
象
を
持
た
れ
た
こ
と
か
ら
占
勝
閣
と
命

名
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

木
造
2
階
建
の
各
部
屋
に
は
、
最
高
級
の
調

度
品
と
と
も
に
、
明
治
の
代
表
的
洋
画
家
山
本

芳
翠
の
十
二
支
シ
リ
ー
ズ
な
ど
国
宝
級
の
名
画

最
も
古
く
、
木
骨
煉
瓦
造
2
階
建
で
、
ク
レ
ー

ン
の
レ
ー
ル
や
ウ
ィ
ン
チ
な
ど
が
そ
の
ま
ま
残

さ
れ
て
い
ま
す
。
造
船
所
内
で
最
初
に
電
気
を

動
力
と
し
て
使
用
し
た
工
場
で
す（
写
真
5
）。

旧
木
型
場
は
、
1
9
8
5
年
に
長
崎
造
船
所

の「
史
料
館
」と
し
て
改
装
さ
れ
、
館
内
に
は
、

長
崎
造
船
所
が
日
本
の
近
代
化
に
果
た
し
た
役

割
を
紹
介
す
る
多
く
の
資
料
が
展
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
長
崎
造
船
所
で
建
造
さ
れ
た

 ●8

写真5　旧木型場

写真6　第三船渠
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う
る
心
も
て
学
び
の
道
に
い
そ
し
ま
ん
」と
謳

わ
れ
て
い
ま
す
。

⑧
旧
グ
ラ
バ
ー
住
宅（
グ
ラ
バ
ー
邸
）

最
後
に
、
ト
ー
マ
ス
・
グ
ラ
バ
ー
の
住
宅
兼

オ
フ
ィ
ス
で
あ
っ
た
旧
グ
ラ
バ
ー
住
宅
を
ご
紹

介
し
ま
す（
写
真
10
）。
グ
ラ
バ
ー
は
造
船
・
石

炭
産
業
の
近
代
化
の
功
労
者
で
す
が
、
そ
れ
以

上
に
明
治
維
新
の
影
の
立
役
者
と
も
呼
ぶ
べ
き

人
物
で
す
。

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
の
貿
易
商
グ
ラ
バ
ー
は
、

貿
易
商
社「
ジ
ャ
ー
デ
ィ
ン
・
マ
セ
ソ
ン
商
会
」

の
社
員
と
し
て
、
1
8
5
9
年
の
開
港
と
同
時

に
長
崎
に
や
っ
て
来
ま
し
た
。
当
時
21
歳
と
い

う
若
さ
で
、
の
ち
に
重
要
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な

る
坂
本
竜
馬
の
2
歳
下
、
初
代
総
理
大
臣
に
な

る
伊
藤
博
文
の
3
歳
上
で
し
た
。

商
才
の
あ
っ
た
グ
ラ
バ
ー
は
1
8
6
1
年
に

マ
セ
ソ
ン
商
会
の
長
崎
代
理
店「
グ
ラ
バ
ー
商

会
」を
設
立
、
1
8
6
3
年
に
は
、
長
崎
港
と
長

崎
製
鐵
所
を
見
下
ろ
す
南
山
手
に
住
居
兼
オ
フ

ィ
ス
を
建
設
し
ま
し
た
。
グ
ラ
バ
ー
邸
に
は
多

く
の
外
国
人
商
人
や
幕
末
の
志
士
が
訪
れ
る
こ

と
と
な
り
、
こ
の
地
で
行
わ
れ
た
人
と
モ
ノ
の

交
流
が
、
幕
末
の
わ
が
国
に
決
定
的
な
役
割
を

果
た
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
グ
ラ
バ
ー
が
密
貿

易
で
薩
長
に
供
給
し
た
軍
艦
や
最
新
式
の
兵
器

が
、
薩
長
同
盟
・
討
幕
の
原
動
力
と
な
っ
た
の

や
美
術
品
が
飾
ら
れ
、
1
0
0
年
を
超
え
る
長

崎
造
船
所
の
歴
史
と
伝
統
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

設
計
者
の
曾
根
達
蔵
は
、
鹿
鳴
館
な
ど
を
手
掛

け
た
イ
ギ
リ
ス
人
建
築
家
ジ
ョ
サ
イ
ア
・
コ
ン

ド
ル
の
教
え
子
で
、
丸
の
内
の
三
菱
オ
フ
ィ
ス

街
の
基
礎
を
築
い
た
建
築
家
で
す
。

⑦
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
・
カ
ン
チ
レ
バ
ー
ク
レ
ー
ン

長
崎
造
船
所
構
内
で
ひ
と
き
わ
目
を
引
く
緑

色
の
巨
大
な
ク
レ
ー
ン
が
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
・
カ

ン
チ
レ
バ
ー
ク
レ
ー
ン
で
す（
写
真
8
）。
当
時

最
新
式
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
製
で
、
1
9
0
9

年
に
日
本
初
の
電
動
ク
レ
ー
ン
と
し
て
設
置
さ

れ
ま
し
た
。
全
高
61
・
7
m
で
、
大
型
化
し
た

船
舶
の
建
造
に
対
応
す
る
た
め
1
5
0
ト
ン
の

吊
上
げ
能
力
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

同
型
の
ク
レ
ー
ン
は
、
世
界
で
48
基
製
造
さ

れ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
現
存
し
て
い

る
の
は
11
基
の
み
で
す
。
設
置
以
来
1
0
0
年

以
上
経
っ
た
現
在
も
タ
ー
ビ
ン
や
大
型
プ
ロ
ペ

ラ
な
ど
の
船
積
み
に
活
躍
し
て
い
る
の
は
、
日

頃
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
賜
物
と
い
え
ま
す
。
非

公
開
で
す
が
、
出
島
ワ
ー
フ
や
水
辺
の
森
公
園
、

グ
ラ
バ
ー
園
な
ど
、
長
崎
造
船
所
の
対
岸
の
お

よ
そ
ど
こ
か
ら
で
も
そ
の
雄
姿
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す（
写
真
9
）。

長
崎
の
港
を
見
守
っ
て
き
た
こ
の
ク
レ
ー
ン

は
市
民
に
親
し
ま
れ
、
近
く
の
飽
浦（
あ
く
の

う
ら
）小
学
校
の
校
歌
に
は
、「
規
律
を
守
り
い

さ
さ
か
も
労
を
惜
し
ま
ず
起
重
機
の
重
き
に
耐
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写真7　占勝閣

写真8　カンチレバークレーン
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ま
す
。
ま
た
そ
の
背
景
も
、
グ
ラ
バ
ー
の
個
人

的
な
打
算
だ
っ
た
の
か
、
マ
セ
ソ
ン
商
会
の
極

東
戦
略
の
一
部
だ
っ
た
の
か
、
さ
ら
に
そ
の
裏

で
本
国
イ
ギ
リ
ス
や
フ
リ
ー
メ
イ
ソ
ン
が
糸
を

引
い
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
論
者
も
い

ま
す
。

実
際
当
時
の
グ
ラ
バ
ー
の
志
士
た
ち
へ
の
支

援
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
域
を
大
き
く
超
え
て
い
ま

す
。
グ
ラ
バ
ー
は
1
8
6
3
年
、
国
禁
を
犯
し

て
伊
藤
博
文
や
井
上
馨
ら「
長
州
フ
ァ
イ
ブ
」の

イ
ギ
リ
ス
へ
の
密
航
を
手
助
け
し
て
い
ま
す
。

伊
藤
と
井
上
は
、
そ
の
半
年
前
に
は
品
川
の
イ

ギ
リ
ス
公
使
館
を
焼
き
討
ち
し
た
、
い
わ
ば
テ

ロ
リ
ス
ト
で
し
た
が
、
そ
れ
を
イ
ギ
リ
ス
に
留

学
さ
せ
る
と
は
驚
い
た
話
で
す
。
ま
た

1
8
6
5
年
に
は
再
び
五
代
友
厚
ら「
薩
摩
ス

チ
ュ
ー
デ
ン
ト
」19
人
の
イ
ギ
リ
ス
へ
の
密
航

に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
彼
ら
は
わ
が

国
の
政
治
経
済
の
中
心
人
物
と
し
て
、
国
の
近

代
化
に
計
り
知
れ
な
い
貢
献
を
す
る
こ
と
に
な

る
の
で
す
。

こ
う
し
た
グ
ラ
バ
ー
の
、
リ
ス
ク
を
度
外
視

し
た
か
に
見
え
る
志
士
た
ち
へ
の
肩
入
れ
に
は
、

当
然
様
々
な
思
惑
が
あ
っ
た
は
ず
で
す
。
し
か

し
、
単
に
ビ
ジ
ネ
ス
の
た
め
と
か
、
ま
し
て
イ

ギ
リ
ス
が
日
本
を
支
配
す
る
た
め
の
陰
謀
の
一

部
だ
っ
た
と
い
っ
た
理
由
で
説
明
で
き
る
と
も

思
え
ま
せ
ん
。
打
算
は
あ
っ
た
に
せ
よ
、
グ
ラ

バ
ー
が
、
同
世
代
の
志
士
た
ち
の
近
代
国
家
建

設
へ
の
熱
意
に
共
感
し
て
い
た
の
は
事
実
で
し

ょ
う
。
彼
ら
と
と
も
に
途
方
も
な
い
挑
戦
を
す

る
こ
と
に
、
グ
ラ
バ
ー
自
身
が
ワ
ク
ワ
ク
し
て

い
た
よ
う
に
私
に
は
思
え
ま
す
。

世
界
遺
産
の
中
で
も
産
業
遺
産
は
、
そ
の
背

景
に
あ
る
歴
史
と
関
わ
っ
た
人
々
の
物
語
を
知

る
こ
と
で
、
よ
り
面
白
く
観
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
私
見
で
す
が
、「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺

産
」に
ま
つ
わ
る
物
語
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
、

で
す
。
幕
府
が
購
入
し
た
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ

砲
を
薩
長
軍
に
横
流
し
し
た
と
い
う
話
す
ら
あ

り
ま
す
。

グ
ラ
バ
ー
が
討
幕
運
動
に
深
く
関
わ
っ
た
こ

と
は
疑
い
あ
り
ま
せ
ん
が
、
し
か
し
そ
の
目
的

や
背
景
に
は
謎
が
あ
り
ま
す
。
単
な
る
ビ
ジ
ネ

ス
と
し
て
薩
長
両
藩
や
坂
本
竜
馬
に
武
器
を
売

っ
た
の
だ
と
い
う
見
方
か
ら
、
グ
ラ
バ
ー
こ
そ

が
討
幕
の
黒
幕
で
、
竜
馬
は
グ
ラ
バ
ー
の
代
理

人
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
だ
と
い
う
説
ま
で
あ
り
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写真9　カンチレバークレーン
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長崎県営
バスターミナル

長崎新地
バスターミナル

長崎港ターミナル

三菱重工業 長崎造船所

観光総合案内所
旭大橋 アミュプラザ長崎

ゆめタウン
夢彩都

長崎出島
ワーフ

長崎港松が枝
国際ターミナル

長崎
水辺の森
公園

グラバースカイロード ながさき出島道路

JR長崎駅

長崎港

旧木型場（三菱長崎造船所史料館）
専用シャトルバス乗り場

日本二十六聖人殉教地

長崎歴史文化博物館

出島
出島

築町

市民病院前

大浦海岸通り

大浦天主堂下

石橋

西浜町

観光通り

賑橋

桜町

長崎駅前

八千代町

五島町

大波止

公会堂前

思案橋

正覚寺下

グラバー園

大浦天主堂

オランダ坂

孔子廟・
中国歴代博物館

長崎市旧香港上海銀行長崎市店記念館
長崎近代交流史と孫文・梅屋庄吉ミュージアム

新地中華街

長崎県美術館

高島・伊王島へ

❸小菅修船場跡 ❽旧グラバー住宅

❺第三船渠（非公開）

❻占勝閣（非公開）

❹旧木型場
 （三菱長崎造船所史料館）

❼ジャイアント・カンチレバークレーン
 （非公開）

サント・ドミンゴ
教会跡資料館

鍋冠山公園

勝郭寺

長崎港

❶高島炭坑

❷端島炭坑（軍艦島）

伊王島

沖ノ島

端島

高島

野母崎

●空路（所要時間）
東京（羽田）―長崎　約1時間50分
長崎空港―長崎市内　リムジンバス、車で約40分
●新幹線（所要時間）
東京―博多（山陽新幹線「のぞみ」）　約5時間
博多―長崎（長崎本線）　約1時間40分

高島炭坑―長崎港～高島港
端島炭坑（軍艦島）―上陸ツアーは各船会社に事前予約
小菅修船場跡―路線バス（長崎駅より約20分）
旧木型場（三菱重工業長崎造船所史料館）
―前日までに予約必要【予約TEL】095-828-4134

第三船渠―※注意（非公開）
占 勝 閣―※注意（非公開）
ジャイアント・カンチレバークレーン―※注意（非公開）
旧グラバー住宅（グラバー邸）
―長崎駅より車で約10分、徒歩約25分

長崎市へのアクセス各資産へのアクセス

近
代
国
家
を
築
く
こ
と
に
挑
戦
し
た
人
々
の
、

が
む
し
ゃ
ら
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
明
日
へ
の
希
望

で
す
。
ま
た
、
と
く
に「
長
崎
エ
リ
ア
」の
サ
ブ

テ
ー
マ
は
、
幕
末
・
明
治
の
志
士
た
ち
と
ト
ー

マ
ス
・
グ
ラ
バ
ー
の
、
い
わ
ば
同
志
と
し
て
の

熱
い
絆
で
す
。
ぜ
ひ
読
者
の
先
生
方
に
も
、
長

崎
の
地
で
こ
う
し
た
物
語
を
肌
で
感
じ
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
最
後
に
、
本
校
の
執

筆
に
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
長
崎
市
世
界
遺
産

推
進
室
と
長
崎
市
医
師
会
の
桑
水
流
和
弘
様
に

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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